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件数 被害額 件数 被害額

324件 約10億6,063万円 319件 約6億5,573万円

506件 約6億4,723万円 636件 約8億6,597万円

206件 約2億6,762万円 173件 約2億7,080万円

57件 約5億4,116万円 67件 約4億8,609万円

10件 約9,002万円 22件 約1億3,564万円

1,103件 約26億665万円 1,217件 約24億1,423万円

件数 被害額 件数 被害額

12件 約1,205万円 5件 約918万円

※ 電話ｄｅ詐欺とは…

　　詐欺被害の実態を知ってもらうため、平成27年8月から使用している、千葉県独自の広報名称です。

◎ 預貯金詐欺・キャッシュカード詐欺盗 （特殊詐欺（窃盗））

犯人は、警察官や銀行協会職員等を名乗り、「あなたの口座が悪用されていて、キャッシュカードを交
換する必要がある」などと電話をかけてきます。
そして、言葉巧みに暗証番号を聞き出してカードをだまし取ったり、封筒に暗証番号を書いたメモと
カードを入れさせ被害者の隙を見て盗んだりするものです。

【 参考 ： 電話ｄｅ詐欺の主な手口】

市役所職員等を名乗り、「医療費（税金）の還付がある」などと言って、被害者にＡＴＭを操作させ、被
害者の口座から犯人の口座へ現金を振り込ませるものです。

有料サイト等の利用料について、「未払の料金があり、今すぐ支払わなければ裁判になる」などと、
メールやハガキで知らせ、現金を振り込ませたり電子マネーをだまし取ったりするものです。

息子や孫等の親族を名乗り、「会社の書類が入ったカバンをなくし、お金が必要になった」などと電話
をかけ、現金をだまし取るものです。

◎ オレオレ詐欺

◎ 還付金詐欺

◎ 架空請求詐欺

令和３年 令和２年

特殊詐欺（窃盗）

還付金詐欺

架空請求詐欺

その他の特殊詐欺

合計

議題２　電話ｄｅ詐欺の発生状況について

１．千葉県内の発生状況

２．印西市内の発生状況

令和３年 令和２年

オレオレ詐欺

預貯金詐欺
キャッシュカード詐欺盗


